
InternetBar.org Institute

安田 クリスチーナ

• 専門：Digital Identity（ = オンライン上のデータ管理 。識
別・認証・認可など）
• Top-Down：Microsoft Corp.でIdentity Standards

Architect (ISO, W3C, IETF, DIF, OIDFでの規格化。分散型
ID含。)

• Bottom-Up：国際NGO InternetBar.orgで、途上国で分散
型IDシステムのパイロット

• 受賞歴：
• Forbes Japan 30 Under 30 2019
• JCI 文部科学省大臣奨励賞 2020

• その他
• MyData & MyData Japan 理事
• PEACE DAY JAPAN 理事
• NewsPicks アンカー

パリ政治学院主席卒業。新卒でアクセ
ンチュア戦略コンサルティング本部入
社。現在は、マイクロソフト・コーポ
レーションでデジタル・アイデンティ
ティの規格化を担当。
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課題とブロックチェーンへの期待

• 過去の所属組織への照会
• 所属組織（元・現行）が無くなって

しまったら？
• 所属組織（元・現行）に身元を否認

されたら？

⇒ 日本国内でもPoC実施中
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日本で必要とされている動き

1. 【活用に向けたフレームワーク整理】分散型IDのガバナンスモデル策定への積極的
な関与
• 政府内におけるDigital Identity活用整備のためのグローバルな官民連携機関への

参画。（Future Identity Councilなど）
• ISO TS 23635

2. 【技術の成熟を支援】Decentralized Identityに特化したインキュベーションプログラ
ムの創設
• アメリカ合衆国 国土安全保障省によるSilicon Valley Innovation Program。サプ

ライチェーンのユースケースに注力

3. 【先導的取り組みによる分散型IDの活用促進】スマートシティに置ける分散型IDの
活用推進
• 事例：Canada BC Governmentが企業登録データベースを分散型IDを用いた管理

に変更
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